


 

 

 院長の刀川です。平素より当クリニックをご利用頂き誠にありがとうございます。 

当クリニックは今月、開院 4 年目を迎えることが出来ました。これはひとえに患者様方が

日頃からご利用下さっているからと、感謝致しております。しかし、全ての方々にご満足

頂けている訳ではない事も承知しています。従って更に多くの患者様にご満足頂ける様、

日々努力して参る所存ですので、今後共どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 さて夏本番のこの時期、小児を中心に急増する皮膚疾患に、とびひ・虫さされ・あせも

があります。またこれらと肩を並べて多い疾患の一つに「伝染性軟属腫」（以下、水イボ）

があります。今回は水イボについて触れます。 

 前述の 4 疾患の中で水イボだけが治療の際、痛みを伴う事から、特に患児とその家族の

方は治療を受けることがつらくなってしまいます。麻酔のテープを皮膚に貼ることである

程度抑制することが可能ですが、それでも多少の痛みは出てしまうのです。この事実によ

り、他科の医師には「水イボは取らなくてもそのうち治るから放っといて良い」という人

がいます。その所以は「痛み」にある訳です。しかし、医学的には間違いとはいえないこ

の事実も、医師と患者とでは大きな感覚の相違が生まれます。「そのうち治る」の「そのう

ち」とは、経験的には数ヶ月から長ければ年単位に及ぶのです。 

その最大の理由は、水イボに悩んでいる患児には湿疹や皮膚炎や乾燥肌が高い確率で存在

し、むしろこれがあるからこそ水イボが発症し易いという事実です。更には湿疹や皮膚炎

や乾燥肌を治す方向性と水イボとでは南と北、右と左の様に治療の方向性が正反対になる

のです。具体的には、ある一人の患者様にアトピー性皮膚炎と水イボがあった場合、水イ

ボを放置してアトピー性皮膚炎の治療をしていると水イボが悪化し、水イボがあるからと

いってアトピー性皮膚炎の治療を中止すれば皮膚炎が悪化し更には水イボも増悪すること

が予想されるのです。 

従って皮膚科医にとって水イボは放置することが出来ないのです。 

 そもそも水イボとは何でしょうか？それは POX virus というウイルスが皮膚の小さな

傷などから侵入し、細胞内で増殖し皮膚表面に「水っぽい光沢のある小結節」を作るもの

です。俗称では「百イボ」ともいわれる様に悪化すれば時として百個以上にもなります。

多くは就学前の小児にみられますが、前述した様にアトピー性皮膚炎等に合併する理由と

して、皮膚のバリヤ機能が破綻しているためウイルスが容易に侵入し易いということが理

由です。まだ免疫が未発達な小児に発症しやすく、それの発達に伴い感染しにくくなりま

す。 

これが先程の「放っといて良い」発言につながります。プール内やビート板内にウイルス

が多い事も知られ、最近の複雑な社会事情も手伝ってある幼稚園では、水イボを治してこ



ないとプールには入れないという所も出てきている程です。（この考えが良いか悪いかは別

として）・・・。 

いずれにしても多くの場合、水イボは治療する方向で考えた方が良いと私は思います。 
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